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高
鍋
町
の

と

２０２４年２月号

四
国
へ
の
巡
礼
と
八
十
八
ヶ
所
建
立
の
決
心

商
売
が
順
調
な
中
、
30
歳
（
大
正
７
年
・
１
９
１
８
）
の
時
、
四

国
八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
に
出
か
け
ま
す
。
高
鍋
に
戻
る
と
保
吉
は
、

水
谷
四
国
八
十
八
ヶ
所
に
参
り
ま
す
が
、
そ
の
荒
廃
し
た
様
子
を
目

の
当
た
り
に
し
て
嘆
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
持
田
古
墳
群
の
大
規
模
な

盗
掘
が
続
発
し
ま
す
。
信
仰
深
い
保
吉
は
こ
と
の
ほ
か
心
を
痛
め
、

こ
こ
に
眠
る
人
を
供
養
し
た
い
と
い
う
想
い
が
募
り
ま
す
。
高
鍋
に

新
し
い
八
十
八
ヶ
所
建
立
を
決
心
し
た
の
は
、
保
吉
が
40
歳
（
昭
和

３
年
・
１
９
２
８
）
の
時
で
し
た
。

八
十
八
ヶ
所
と
大
師
堂
の
建
立

保
吉
は
早
速
、
仏
像
彫
刻
に
適
し
た
石
材
を
発
見
し
、
宮
崎
郡
清

武
町
（
現
宮
崎
市
清
武
町
）
の
石
切
場
ま
で
一
人
で
出
向
き
石
を
購

入
し
ま
す
。
石
の
代
金
は
前
金
で
支
払
い
、
そ
の
石
材
の
量
は
ト

ラ
ッ
ク
８
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。
「
高
鍋
大
師
八
十
八
ヶ
所
運
搬

石
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
で
飾
ら
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
運
搬
の
列
を

な
し
、
そ
の
様
子
は
圧
巻
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

保
吉
が
八
十
八
ヶ
所
建
立
を
決
心
し
た
こ
ろ
は
、
弘
法
大
師
（
７

７
４
～
８
３
５
年
）
生
誕
一
ニ
〇
〇
年
を
迎
え
る
前
。
こ
れ
を
好
機

と
と
ら
え
、
高
鍋
町
持
田
東
光
寺
に
土
地
を
買
い
求
め
、
雑
木
を
払

い
八
十
八
ヶ
所
建
立
の
準
備
に
当
り
ま
し
た
。
43
歳
（
昭
和
７
年
・

１
９
３
２
）
の
時
で
す
。
ま
た
、
大
分
県
佐
伯
町
（
現
佐
伯
市
）
か

ら
石
工
仏
師
を
招
き
小
丸
川
作
業
場
を
設
け
て
、
保
吉
自
ら
も
彫
刻

技
術
を
学
び
石
像
造
り
に
励
み
ま
し
た
。

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
父
与
平
、
母
キ
ヌ
の
三
男
と
し
て
香
川

県
大
川
郡
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
保
吉
が
７
歳
（
明
治
29
年
・
１
８
９

６
）
の
時
、
一
家
８
人
で
高
鍋
に
移
住
し
ま
し
た
が
、
移
住
後
に
最

愛
の
母
親
を
亡
く
し
ま
す
。

小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
13
歳
（
明
治
35
年
・
１
９
０
２
）
で
町

内
の
文
房
具
店
に
勤
め
ま
す
。
仕
事
は
、
リ
ヤ
カ
ー
に
文
房
具
類
を

満
載
し
て
近
隣
村
々
の
学
校
を
巡
回
す
る
、
今
で
い
う
出
張
販
売
を

５
年
間
継
続
し
ま
し
た
。

18
歳
（
明
治
40
年
・
１
９
０
７
）
の
時
は
、
高
鍋
町
小
丸
の
秋
月

病
院
に
、
医
師
の
往
診
の
た
め
車
夫
（
し
ゃ
ふ
＝
人
力
車
を
引
く

人
）
と
し
て
働
き
ま
す
。
昼
夜
、
遠
近
を
問
わ
ず
医
師
の
診
療
に

従
っ
た
こ
と
は
多
く
の
人
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

19
歳

（
明
治
41
年
・
１
９
０
８
）
で
精
米
店
を
開
業
、
精
米
と
米
販
売
を

手
が
け
ま
す
。
誠
実
、
正
直
、
勤
勉
な
人
柄
は
顧
客
の
信
頼
を
一
手

に
集
め
、
商
売
は
大
い
に
繁
盛
し
ま
し
た
。
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43
歳
（
昭
和
８
年
・
１
９

３
３
）
の
時
、

88
体
の
石
像

が
完
成
し
、
東
光
寺
山
東
面

を
開
山
し
安
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
東
光
寺
八
十
八
ヶ

所
」
（
現
在
の
花
守
山
、
高

鍋
大
師
八
十
八
ヶ
所
）
で
す
。

そ
の
後
、
四
方
屋
根
瓦
ふ
き
、

丸
木
材
を
使
用
し
ほ
ぼ
自
力

で
１
２
０
㎡
の
大
師
堂
を
建

築
し
ま
し
た
。
内
部
に
小
丸

の
大
師
祠
を
移
設
し
、
弘
法

大
師
石
像
一
体
、
仏
具
一
式

を
安
置
し
て
、
昭
和
９
年

（

１

９

３

４

）

入

仏

式

（
に
ゅ
う
ぶ
つ
し
き
＝
ご
本

尊
を
お
迎
え
す
る
時
に
お
勤

め
す
る
法
要
）
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
大
小
各
種
の

石
像
を
制
作
し
続
け
ま
し
た
。

70
歳
以
降
に
制
作
し
た
数
々
の
巨
大
石
像

61
歳
（
昭
和
25
年
・
１
９
５
０
）
の
時
最
愛
の
妻
を
亡
く
し
、
そ
の

後
、
弘
覚
和
尚
（
こ
う
か
く
お
し
ょ
う
）
と
し
て
大
師
堂
に
移
り
住
み

ま
す
。
大
師
堂
は
、
信
仰
者
の
親
睦
慰
安
の
場
と
し
て
囲
碁
用
品
や
茶

室
の
設
置
も
さ
れ
、
参
拝
者
は
跡
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
（
茶

室
は
平
成
22
年
・
２
０
１
０
に
解
体
）
。
以
降
、
弘
法
大
師
像
を
は
じ

め
、
４
体
の
仏
像
と
５
体
の
神
像
、
合
計
９
体
の
巨
大
な
石
像
を
制
作

し
た
の
は
70
歳
以
降
で
す
。
こ
の
巨
像
は
遠
く
か
ら
も
目
を
引
く
７
ｍ

を
超
え
る
大
型
な
も
の
で
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
「
か
ぜ
の
か
み
」
と

「
か
み
な
り
」
は
84
歳
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

晩
年
の
保
吉
と
現
在
の
高
鍋
大
師

77
歳
（
昭
和
41
年
・
１
９
６
６
）
の
時
に
高
鍋
町
長
か
ら
感
謝
状
授

与
。
ま
た
、
様
々
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）
宮

崎
県
観
光
協
会
か
ら
贈
ら
れ
た
表
彰
状
に
は
“
持
田
古
墳
の
保
護
を
説

き
続
け
、
文
化
財
保
護
に
陰
の
力
を
添
え
た
”
と
あ
り
ま
し
た
。
翌
年
、

87
歳
（
昭
和
52
年
・
１
９
７
７
）
の
大
往
生
と
な
り
ま
し
た
。

高
鍋
大
師
は
現
在
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
鍋
町
観
光
協
会
に
よ
り
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
に
建
立
、
そ
の
後
改
築

さ
れ
た
大
師
堂
は
老
朽
化
に
よ
り
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
改
築

工
事
が
行
わ
れ
、
同
年
６
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年

（
２
０
０
９
）
高
鍋
大
師
は
持
田
古
墳
群
と
共
に
宮
崎
県
の
観
光
遺
産

に
指
定
さ
れ
、
令
和
３
年
（
２
０
２
１
）
７
月
に
は
日
本
遺
産
に
追
加

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
備
事
業
に
着
手
し
、
平
成
28
年
に
完
成
し
た

「
高
鍋
大
師
花
守
山
」
に
は
、
季
節
の
花
や
石
像
群
、
日
向
灘
を
一
望

で
き
る
憩
い
の
場
と
し
て
町
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

地
下
参
拝
堂
の
設
営
と
得
度

52
歳
（
昭
和
16
年
・
１
９
４
１
）
の
時
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
退

避
壕
設
営
に
あ
わ
せ
「
行
場
」
と
呼
ば
れ
る
地
下
参
拝
堂
と
し
て
、

横
穴
掘
削
を
一
人
で
行
い
ま
し
た
（
現
在
は
崩
落
個
所
が
あ
る
た
め

入
り
口
封
鎖
）
。
13
か
月
か
け
て
掘
っ
た
33
間
（
約
65
ｍ
）
に
、
33

体
の
自
作
石
像
を
安
置
完
了
し
た
の
は
５
年
後
の
57
歳
と
い
い
ま
す
。

59
歳
（
昭
和
23
年
・
１
９
４
８
）
の
時
、
家
業
で
あ
る
米
穀
店
を

娘
婿
に
譲
り
ま
す
。
こ
の
間
、
高
野
山
真
言
宗
の
律
師
（
り
っ
し
＝

仏
教
の
僧
官
の
職
位
）
の
免
状
を
取
り
、
僧
名
を
「
岩
岡
弘
覚
」
と

し
ま
し
た
。

持
田
古
墳
85
基
の
祖
先
供
養
、
戦
没
者
慰
霊
と
、
町
民
の
安
全
祈

願
を
行
い
、
石
像
を
刻
む
こ
と
の
傍
ら
町
に
出
て
、
「
健
康
・
安

全
・
長
寿
」
を
願
っ
て
町
を
行
脚
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

大師堂
（2023年撮影）

弘法大師像
（2023年撮影）

高
野
山
真
言
宗
で
得

度
し
、
僧
官
で
は
あ
り

ま
す
が
、
巨
石
像
の
仏

像
・
神
像
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
神
仏
習
合
で

す
。
石
像
の
笑
っ
て
い

る
よ
う
な
表
情
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
型
に

は
ま
ら
な
い
自
由
な
考

え
や
保
吉
の
優
し
い
人

柄
が
表
れ
て
い
ま
す
。
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